
胃癌 の リンパ節轉移 に關す る實驗的研究

第1篇

正 常時 に於 け る胃所 属 リンパ節 透 過 能 の研 究

岡山大学医学部第一(陣 内)外科教室(指 導　陣内教授)

医学士　山 根 真 平

〔昭和27年7月10日 受稿〕

(内 容 目 次)

第1章　 緒言並びに文献

第2章　 胃 リンパ管系に就いて

第3章　 実 験 方 法

第4章　 実 験 成 績

第5章　 総括並びに考按

第6章　 結 論

附 文 献

第1章　 緒 言 並 び に 文 献

恐 るべ き胃癌 細胞 とその リンパ道転移 の問

題は従来多 くの学者 に よつて種 々の方 面か ら

注 目研究 されて来 たが今 日尚未解決の ところ

が多い.殊 に我 々外科医は胃癌 の廓清的切除

術を試み るにあたつて,胃 癌 の種類 によつて

瀰蔓性或 は限局性等 いろいろな型 の リンパ節

転移を起 してい るのに遭遇 し,そ の悪性度 の

問題に関心を持 つ一方,そ の胃癌 細胞の転 移

機転に興味を持 つ のは凡そ当然 であろ う.

私は この転移様式 の差異 を純物理学的な観

点か ら眺め て,原 発癌 細胞 の大小がそ め所属

リンパ節透過能 に差異 を もた らす結果 に よる

ものではないか と考 えつ き,胃 癌細胞の大 さ

に略々匹敵す る大,小 二種の円形植物性粒子

を用いて胃所属 リンパ節透過能 の差 を究明せ

ん と志 したのであ る.

悪性 腫瘍 の リンパ節転移 に関す る研究は,

臨床的,病 理組織学 的に既に形成 された転移

リンパ節に就 いて腫瘍母組織 よ りの転移 の径

路,伝 播 の状 態,或 は転移 の組織学的検索 に

関するものが多い.実 験 的研究 としては,先

づ家兎肉腫,鼠 癌,鼠 肉腫等 の悪性 腫瘍細胞

の皮下,筋 肉内,血 管 内,或 は腹腔内移植実

験及び リンパ管内直接注入実験等 の方法に よ

 り転移器管 の検 索 が行われ てい る. Flacks1)

は大腿 内側 筋肉間に白鼠 肉腫を移植 して大動

脈分岐部の移植側 リンパ節に転移を証明する

ものを得 たが,リ ンパ節転移 の発生には動物

の老若 に より差異 があることを認め, Costa2)

は肉腫細胞の皮下移植に際 し,注 入細胞数の

多寡が リンパ節転移発生の成否を支配す る と

云い,又 同 じく増渊3)も 家兎腸間膜 リンパ節

の輸入管 より加藤系 肉腫細胞 を注入 して,そ

の発育 速度が注入 した肉腫細胞の多い程速い

のをみて種 々の条 件に よつ て相違 して くるも

の とした.次 にVirchow4)が リンパ節に辰砂

の沈 着を認めた ことから リンパ節 の機能を考

察 して以来,リ ンパ節 の異 物濾過機能に着 目

して リンパ節転移問題 を窺 わん とす る研究が

多数あ る. Halban5)は 実験 的に各種細菌 の リ

ンパ節内濾過の状況 を観察 して,リ ンパ節は

細菌に対す る防禦器管であ ることを力説 した.

佐藤6)は 犬,家 兎の腸間膜 リンパ節輸入管に

注射針を挿入 してその流入 リンパ節部を 目撃

しつ ゝ,墨 汁,ベ ル リン青,赤 血球,脾 脱疽

菌,黄 色葡萄状球菌,連 鎖状球菌,大 腸 菌

等 の細菌及 び加藤系家兎肉腫細胞 を注入 した

結果,こ れ らは殆 んど凡 て先づ抑畄 され,次

で色素のや うな破壞吸收 し難 い物質 は結合組

織 で圍繞 されて永久に節 内に止 り,赤 血球 の
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や うな有機体 は破壞処理 され,細 菌は初 あ或

程度破壞 され るが毒力 の強い生 き残つた もの

はやが て増 殖 して逆 に リンパ節を破壞 占拠 し

血行に入つて動物 を斃すに至 る.而 して肉腫

細 胞は初 めは破壞 され るが保生 した ものか ら

発育増殖 を始 め て 節 内 を占拠する とい う.

 Kettler7)は 家兎の下腿 の後外側 に家兎血液,

拘櫞酸鉄,ト リパン青,巴 豆 油,オ レーフ油,

肝油等 を注射 してその濾過機転特 にそれ らに

対す る リンパ節 の反応性 変化を検討 してい る.

この他癌細胞 の リンパ道転移 を物理学的に考

慮 して,詳 細な リンパ管及 び リンパ節 の生理

学 的研究 が舟岡教授一門8)に よつ て行はれて

いる.即 ち家兎で膝膕 リンパ節流入及び流 出

リンパ管 に小注射針 を挿入 してその各 々の リ

ンパ管圧 を測定す る と,流 入 リンパ管圧は平

均119cm水 柱,流 出圧 は54cm水 柱 を示 し,

平均65cmの 圧差 を認め,流 入圧 は流出圧 の

約2倍 に相当す ることを証明 し,こ の液圧 の

下降は リンパ節の堰塞作用に よる もので,而

もこの抑圧作用は リンパ洞の容量に関係す る

とい う.又 同様 にして流入管に一定 の圧力 を

加え流 出管 の圧力を測定す るに,流 入管 よ り

の圧力 が増大す るときは リンパ節 の抑制作用

の減 弱を認め,又 流入管圧30乃 至40cm水 柱

に達す る とき節内抑制作用は最低に達す るこ

と,即 ち上記の圧力に於 て節 内通過 は最 も容

易な ることを示 した.又 リンパの運動様式 を

「レ」線造影学的に検 査し,身 体の運動 に関

係す ることが大であ ると述べ ている.こ の他

胸管未 部の リンパ圧 を測定 して4.71cm水 柱

とな した等,研 究 は多方 面に亘 つてい る.

扨 て上述諸家の リンパ節機能 に関す る実験

的研究は主 として炭末,墨 汁等微細粒子 の リ

ンパ節内化学 的沈着現象 に著 目した り,或 は

皮下 等か ら侵入 した細菌 に対 する生体の防禦

器管 としての リンパ節 の機能を高 く評価 して

の節濾過機能検索 の研究 であつて,勿 論 この

や うな濾過機能は考慮に入れなければならな

いが,私 は リンパ管注入実験 で墨汁,ベ ル リ

ン 青等 が容易に この リンパ節を通 りぬけて長

路に亘 る微細 な リンパ道 を明示す ること,而

もこの際注入物質 によ り明 らかにその節通過

に差違 がみられ るこ とに着 目して,純 物理学

的な所謂"透 過能"と もい うべ き一面を とり

あげて検索 した のであつて,特 に胃癌細胞の

リンパ道転移機転を対象 とす る場合,癌 細胞

大 の円 形 粒子 を 用いての私の"胃 所属 リン

パ節透過能の研究"は 甚 だ興 味深い もの と思

う.

第2章　 胃 リンパ管 系 に就 い て

リンパ管系 の研究 は前 世 紀 未Gerota9)氏 の

リンパ 管 注入 薬発 見以 来 頓 に進 渉 したが,特

に 胃癌 の診 断,手 術,予 後等 に就 い て重 要 な

意義 を もつ 胃の リンパ 管 系 の研 究 は諸学 者 の

注 目す る ところ とな り, Sappy10), Mascagni11),

 Cuneo12), Teichman13), Most14), Lengmann15),

 Stahr16), Polya u. Navrati ll17), Borrmann18),

 Renner19), Bartels20),松 本21),井 上22).竹 下23)

等 に よ り人体及 び哺 乳 動 物 につ い て相次 い で

多数 の研究 業 蹟 が 発表 された.即 ち哺 乳動 物,

人体 の 胃 リンパ 管系 は 常 に 胃壁 血管系 と随 伴

し,そ の分 布 区域 も又 血 管系 の分 布区域 と殆

ん ど同様 で あ る こ とが わか つ た.何 れに於 て

も次 の4区 に 大 別 し得 られ る.

1) 噴 門 並 び に 胃底 部 の一部 よ り胃体 小彎

側 に分 布 す る リンパ 管.(左 胃 動 脈 の分 布区

域)

2) 幽門部 小彎 側に分布す る リンパ管.(右

胃動脈 の分布区域)

3) 幽門部大彎側並びにこれ に接す る胃体

大彎側の一部 に分布 す る リンパ管.(右 胃網膜

動脈 の分布区域)

4) 胃体大彎 側中央部 より左方噴門部に到

る間に分布す る リンパ管.(左 胃網膜動脈及び

短胃動脈 の分布区域)

これ らの領域か ら出 る多数 の リンパ管は漸

次整理 され て1乃 至3条 の リンパ管 とな り総

て一定の所属 リンパ節 に流入す る.こ の必 ら

ず流入通過す る リンパ節は, 1)の 左胃動脈

に随伴する リンパ管 では左胃動脈根部 リンパ

節に, 2)の 右 胃動脈並びに 3)の 右 胃網膜

動脈 に随 伴す る リンパ管では肝動脈根部 リン
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パ節或は腸間膜根部 リンパ節 に, 4)の 左 胃

網膜動脈に随伴す るものは脾動脈根部 リンパ

節である.然 し乍 らこれ ら所属 リンパ節 に至

る間に存在す る所謂介在 リンパ節は動物 の高

等なるに従 いそ の存在率並びに種類 を増加す

る.

私はこの実験 にあたつ て各 胃領域 に所属す

るリンパ節の中何れが第1, 2, 3次 所 属 リ

ンパ節であるかを諸種哺乳 動物にて上記諸家

の文献か ら調 べてみたが,満 足 な一致 した見

解をみることが出来 なかつた.そ こで私は胃

リンパ管内直接 注入手技 の熟練 の必要 もあつ

て先ず初め家 兎の胃で墨汁,ベ ル リン青,ゲ

ロタ氏液9)或 は仙 波氏液24)等 を用いて リンパ

道の検索を したが,各 胃領域共1ケ,稀 に2

ケの所属 リンパ節 をみ るに過 ぎず,又 リンパ

管 も細 小脆弱で注入に困難が あ り私 の実験 目

的に満足な ものでなかつたので,犬 の胃 に於

て実験す ることに した.犬 の胃で,隅 角部 リ

ンパ節(第1図 のL. g. s.)は 約90%に み ら

れ非常に発達 した流注 リンパ管網 を もち副行

管が多数存在 してい るので,ご く末梢 か らこ

の リンパ節 にのみ粒子を通過せ しめん とす る

試みは困難であつ た.然 るに幽門下 リンパ節

はどの犬にで も認 め られ,而 も殆 んど凡て第

2次 或は第3次 所属 リンパ節 として幽門上 リ

ンパ節(第1図 のL. s-p.,こ れ は存在 率約

40%で 往 々缺除す る).肝 動 脈 根 部 リンパ節

を(L. h.),或 は腸 間膜 根部 リンパ節 を持 つ.

即 ちこの輸出管はL.s-p.を 通過 し或は通過

す ることな く直ちにL. h.か 又は腸間膜根部

節 に入 る.更 に幽門下 リンパ節流注領域 か ら

の リンパ管で これに入 らずその傍 を通 る所謂

副行管の存在す るものは稀に しかみず,胃 所

属 リンパ節透過能を検す る私の実験に最 も好

都 合であつ た.

第1図　 犬の胃 リンパ管(A腹 大動脈D. T.胸 管)

第3章　 實 驗 方 法

注入粒子 としては教 室の斎藤 の測定 した胃

癌細胞の大 きい もの と小 さいもの とに略匹 敵

す るものをいろいろ探 した結果,大 粒子 とし

ては直径35ミ クロン前後 の黄色類円形 を呈す

る石松子Lycopodiumを,小 粒子 としては直

径約6ミ クロンで褐色を呈す る変形菌Myxo

mycetesのLindbladia effusa Rostafinskiの 円

形胞子を最 も適当 と認め,之 を用いることと

した.こ の変形菌胞子は近隣 の山でよ く成熟

して破裂 しそ うになつた而 も雑物 のつかない

きれいな ものを採取 した.こ れを大型 シヤー

レに入れてよ く乾燥 させつ ゝ毎 日その成熟胞

子 をふ るい落 し, 60℃ の定温器に約30分 間

入れて死滅 させた.こ れは生きた ものでは湿

気にあ うと分裂増殖 し連鎖状 となつて くるか

らである.こ れを絹 ふ るいで数回ふ るい円形

胞子 のみを集め褐色瓶 に密 閉 して,使 用にの

ぞみ少量宛取 り出した.

実験動物 としては体 重10kg前 後の主 とし

て雌 犬を用いた.即 ち3%塩 酸モル ヒネ1.0

c.c前 後 の基礎麻醉の下に手術台上に固定 し,

正 中切開にて開腹 した.注 入部位が呼吸その

他で動 き注入に困難を覚 えるため,更 に4%

のオウロパン ソーダ5c.c前 後を静 注 して深麻

醉に入 らしめた.而 して以上の両 粒子 の各 々

5%生 理 的食塩水浮游液 を,前 章に記載 した

見地か ら幽門下 リンパ節 輸入管 の比較的末梢

側に1/5針 で0.1c.c宛 ご く軽圧 にて注入 した.

リンパ節に近 い輸入管程太 く注入操作 も容易

であ るが,多 くの末梢 リンパ管 を受け る関係

上 リンパ圧 が段 々高 くなつて くるので注射後

針 の挿入部 よ りリンパが漏れて リンパ圧が減

少 して くる為,梢 々困難で も比 較的末梢 リン

パ管に注入 したわけであ る.こ の際粒子が リ
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ンパ節の輸入管開口部に蓄積するのをその黄

色或は褐色の色で確認した.施 術当日は絶食

とし, 24時 間後より朝夕2回 宛粥食少量 を

与えた.こ れは食事による胃の運動及び吸收

能 の亢進で リンパ流動 の速 さ及 び リンパ圧が

亢進 す るといわ れるためで,食 餌及びその回

数を一定に した.尚 施術中腹腔に粒子が洩れ

た り,過 度 の出血をみた もの,又 術後腹壁手

術創が化膿 して腹膜に炎症が波及 し而 も同部

に往 々大網膜等 の癒着がお こり注入 リンパ節

に炎症機転がみられ るものは実験例 よ り除外

した.術 後経過 日数 別に各犬を空気栓塞 にて

死に到 ら しめ,各 々所属第1, 2, 3次 リンパ

節 を剔 出 して10%ホ ル マ リン溶液 で固定の後,

安全 カ ミソ リの刄で出来 るだけ薄い連続切片

を作 りSpalteholz氏 透 明標本(ア ル コール脱

水,ベ ンツオール,次 いで冬緑油浸漬)を 作

成 して無染色 のま ゝ油浸装置で冬緑 油に浸 し

たまくリンパ節をくまなく鏡検しそ粒子の存

否を確 めた.

第4章 實 驗 成 績

大,小 粒子の リンパ節内停畄の鏡検所見を

写真 で示せば第2, 3, 4図 の如 くであ る.

第2図　 リンパ節内に注入された大粒子(400倍)

注入 リンペ節 は 日時 の経過に従 つて稍 々腫

大 の傾向がみられた.

第3図　 リンパ節内に注入された小粒子(400倍)

第4図　 辺縁洞内の粒子(80倍)

第一表　小粒子注入例

第二表　大粒子注入例

いま粒子存在のリンパ節を時間的,場 所的

に表示すれば第1, 2, 3表 の如 くである.表

中楕円は リンパ節の存在を示 し,記 入のない
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ものは リンパ節 の缺如する ものであ る.斜 線

は小粒子,黑 染 は大粒子の停畄を示 し,そ の

範圍は比較上の量 を示 した.こ の際僅かに2

乃至3箇 の粒子 のみ しか発見 し得 なかつた も

のは成績に入れなかつた.こ の場 合幽門下節

は第1次 リンパ節,幽 門上節 は第2次 リンパ

節,肝 動脈根部節深 び腸間膜根部節 は第3次

リンパ節に相当す る.

第三表　表小兩粒子混合注入例

Ⅰ) 小粒子注 入例.

小粒子 のみを注 入 した例に於 ては第2日 後

迄 のものには第1次,第2次 は勿論第3次 リ

ンパ節にまで停 畄 してい るが,第3日 後 のも

のにな るともはや ご く僅か停 畄す るのみで第

4日 以後 のものには全 く停畄をみ とめない .

No. 1及 びNo. 2で 幽門上節 にみ られないの

は恐 ら くリンパ道が幽門下節 よ り幽門上節に

入 ることな くNo.2で は肝動 脈 根 部節へ,

 No. 1で はそれ と腸間膜根部 節の二道へ直接

導かれた ものであろ う.何 れの例 に於 ても日

数の経遇に従い辺縁洞より中間洞に粒子の侵

入が み られ た. No. 1及 びNo. 3の 第2次 節

では主として辺縁洞にみられた.大 体に於て

リンパ洞には小粒子の栓塞状集団像があまり

みられず,寧 ろ諸所に散在する傾向であつた.

要 するに小粒子注入例 では注入後2～3日

にして全 リンパ節を通過 して消失 し,第1日,

第2日 に於け る粒子 の停畄状態は瀰 蔓性で第

1次 よ り第3次 リンパ 節 に まで 及 ん で い

た.

Ⅱ) 大粒子注入例,

大粒子の み注入した例に於では7日 後のも

のに至る迄全例に於て第1次 リンパ節たる幽

門下節に粒子の停畄がみとめられた.第4図

の如 く何れ も殆 んど辺縁洞に集団をな して栓

塞状 に多数発見され る.大 多数に於 ては第1

次 リンパ節 のみにみ られ,第2, 3次 節 には

認め られなかつたが, No.3, 6, 8, 9に 於 て

は第2, 3次 リンパ節に も少量み られた. No.

3の 幽門上節辺縁洞に相当量 みられたのは恐

ら く副行 管の存在に よつ て直接注入 した もの

と思われ る.尚No.2, 3, 7で は リンパ節剔

出時 肉眼的に輸入管開 口部 が尚幾分黄色を呈

し石松子 の粒子が栓塞 しているや うにみえた

が,果 して組織的に も積 み重ね られた米俵様

の 多数 の大粒子がみ られた.要 す るに大粒子

注入例 では7日 後 に至つて も尚第1次 リンパ

節 に停 畄 し,第2次,第3次 節に停畄ず るこ

とは稀である.

Ⅲ) 大小両粒子混和注入例.

5%の 大小各粒子浮游液を同量混和 し0.1c.c.

宛注入 し. No. 6, 7, 8, 9で は小粒子はみ

られなかつたが,8日 後の ものに至 る迄他 の

全例に大小両 粒子共存在 しているめがみ られ

た.而 して第3次 リンパ節 へ移行す る小粒子

の量 は小粒子 のみの注入例 よ りは少 い.こ の

際小粒子 は辺縁洞で栓塞状になつた大粒子 の

間隙並びに中間洞 の一部 に散 見 された. No.

 2, 4で は第2次 リンパ節 に小粒子 のみ発見 さ

れた.要 す るに大小両粒子混和注入例では,

単独では2～3日 にて通過 消 失 す べ き と こ

ろの小粒子が8日 後 といえ ども尚停畄 してお

り,且 第3次 リンパ節への粒子 の移行量は小

粒子 のみ注入 した ものに比 して少い.

第5章　 總括並びに考按

Kuschfeldt26)は マウス腹水腫瘍細胞及 び墨

汁 を35匹 のマウスの大腿外側 の皮下に注入 し

てその所属 リンパ節 転移 の状況を時 間的に検

索 した ところ,墨 汁 は30分 で股 リンパ節,

次 いで鼠径部 リンパ節,腋 窩 リンパ節,稀 に

大動脈分岐部 リンパ節にみ られ るが,腫 瘍細

胞は24時 間で一匹 にだ け股 リンパ節 内 に発

見 され,9日,12日,14日 目に至 るに従 い発

見率 を増すのをみ,こ のや うに腫瘍細胞 の方

が遅れて到 逹す るのはその形態が大 であ る為
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であろ うと述 べてい る.佐 藤6)は 緒言 に も述

べた通 り,リ ンパ管 よ り注入 された墨汁
,ベ

ル リン青等 の異 物及 び細菌 が リンパ節 内に も

畄 りうるこ とか ら,リ ンパ節 には強固な濾過

機能 がある とし,そ の注入速度 と注入量及 び

注入粒子 の大 小に よつてその粒子 の存在部位

は些か異つてき,脾 脱疽菌 のや うな形態 の大

な るものは節 内部迄侵入す ること少な く,形

態 の 小な る細菌 では比 較的 内部 に迄到達 し,

色素 のや うな全 く形態を止めない液体では節

全 体に拡が ると云 う.然 し乍 ら勿論細菌 の場

合にはその毒力 に応 じリンパ節 の特殊 な防禦

作用が重要 な役割 を もつであろ うから,形 態

の大小のみを もつてその透 過能を云 々す るこ

とは出来 まい.新 居26)は石松子や種々の植物

(百 合,躑 躅,牡 丹,梅,チ ュー リッフ,椿)

の花粉を家 兎の後趾皮下 に注入 した結果 ,石

松 子のみが リンパ節に抑 畄 され るばか りでな

く,更 に これが輸 出 リンパ液の中に も到達す

るのを認めてい る.こ れに よると注入物質 の

中花粉はすべて卵 円形で短径27乃 至50ミ ク

ロン,長 径51乃 至109ミ クロンであ り,石 松

子 は類 円形35ミ クロン前後 で最 も小 さいので

あ る.以 上 の事実 よりみ るも皮下 よ りリンパ

管 中に入 り,而 も リンパ節を通週す るのには

確かに細胞の大 小が関 係 しているのを窺 うこ

とができる.上 記の佐藤は子宮癌患者 の血液

及 び家兎腸間膜 リンパ節輸入管 よ り注入実験

し,赤 血球 のや うな有機体は リンパ節 中で破

壞消失 す るとい うが,河 石27)は腹腔内輸血に

関す る実験的研究 で,犬 の血液 をその腹腔内

に注入す るに赤血球 の大部分 は リンパ道 よ り

何 ら傷害を蒙 ることな く吸收 され るが,そ の

一部 は リンパ節 中に於 て溶血作用を蒙 り
,即

ち老 いた る赤血球 のみが貧喰 せ られ,他 の も

のは此 の力弱 き関守に傷害せ られ ることな く

通過 す ると述 べてい る.こ の両者 の相違 は緒

言 で も述 べた通 り,佐 藤が リンパ節 の濾過機

能 の観点か ら実験検索 したのに反 し,河 石 は

私 と同 じくその透過能の観点か ら実験 した こ

とか ら生れてきていると思 う.即 ち前者 は濾

過機能 の立場 よりリンパ節 の組織学的所見 の

みに よつて リンパ節内に停 畄す る粒子を検 し,

粒子 の破壞せ られるをみとめてその点を強調

した るに反 し,後 者 は透過能の観点 よりリン

パ節 内にも,又 リンパ節通過後 の胸管 中にも

粒子を発見 したことに よ りリンパ節内を通過

し うると認めたのであろ う.

私の粒子注入による実験成績 では,小 粒子

は2乃 至3日 で所属全 リンパ節を比較的速 く

通過 して消失す るが,之 に反 して大粒子 は7

日後に至 るも尚停 畄 してを り,永 く第1次 リ

ンパ節 の辺縁洞 にが ゝつ て通過 しがたい もの

と考え られ る.即 ち粒子の大小に よつてその

リンパ節 内透過能に差違 があることを立証す

ることが出来た.扨 てこの小粒子注入の場合

3日 後 になると リンパ節 内に発見 されな くな

るのは,日 時 を経 ると節内で破壞 され るので

はないか とい う問題が考え られ るのであるが,

私は小粒子 の生理 的食 塩水浮游液を約1週 間

38℃ の孵 卵器 中に入 れて粒子 の破壞 度 を検

した ところ,一 部は細 胞の破壞をみたが犬部

分 は原形 を保つていた し,又 大小両粒子混和

注入例 で8日 後尚その存在 を確認 した ものが

あ り,更 に次篇 の実験 で7日 後に至 るも小粒

子 を発見 しているので,た とえ一部 破壞 され

るとしても全部 が破壞 され るとい うことは考

え られず,こ の ことは問題にせぬでもよいも

の と思 う.次 に大小両粒子を混和注入 した場

合には,そ の組織的所見 よりして小粒子は大

粒子 に堰止め られ る結果 単独注入の場合より

も永 く停 畄す ることがわかつた.

以上 の実験成績 よ り胃癌 の リンパ節転移の

模様に就 いて考察 してみ よう.今 か りに大小

の原発癌細胞 の転移 を単な る粒子 の移動 と考

え,純 物理学的に これが原発癌病巣 を離れて

リンパ管に入つて所属 リンパ節 に到著 した と

考 え る.そ うす ると胃癌細胞の小型な るもの

では小粒子注入実験が示すや うに容易に第1

次 リンパ節を通過 して 第2,第3次 リンパ節

に到達す るが,初 期に於 ては これを も通過 し

て しまい転移を作 らないが,や がて次第に リ

ンパ節 に慢性炎症が起って辺縁洞に狹窄を来

し,又 舟岡氏が述 べた如 く胸管近 くの部では



胃癌 の リンパ節転移 に関す る実験的研究　 1527

リンパ圧が減少 してい るので リンパの鬱滯が

著明 とな り,更 に この他患者 の抵抗減弱 と相

俟つて末期になつては容 易に瀰蔓性転移 を起

して くるよ うにな るもの と思われ る.之 に反

して大型の ものは大粒子注入実験か らわか る

ように,第1次 リンパ節節 にひつか ゝつ て通

過しに くゝその部 に於 て次 々に流 れて くる癌

細胞を喰 い止め る為,第2, 3リ ンパ節 に到

達することな く第1次 リンパ節 に限局性転移

を起 し易い もの と考 えられ るのであ る.又 大

小混合の癌細胞を もつ ものは大小両粒子混和

注入実験か らわか るよ うに,ま づ 小な る癌細

胞が遊離す るときは第1次 リンパ節を通過 し

て瀰蔓性 とな り,ま づ大 なる癌細胞が遊離す

るときは近 位 リンパ節 にひつか ゝつて限局性

発育をなす場合 もあるであろ うとい うことも

容易に想像す ることがで きよう.も ちろん こ

のおそ るベ き強 い生活力 を もつ癌細胞 の転移

は もつ と複雑 なる条 件の下 に リンパ節に着床

し転移を形成ず るものであつ て,単 にか ゝる

粒子の リンパ節内移動 のや うな簡単な る機序

に よつてのみ起 る ものではない ことはい うま

で もない.然 し乍 ら前 に も述べ た如 く透 過能

とい う観 点か らすれ ば赤血球 のや うな生 きた

細胞 も リンパ節を通過す るものであるので,

私のこの考 えにたつ実験 も決 して無意義 では

ないと思 う.又 一方原発癌 細胞が リンパ管を

通つて迷路様をなす所属 リンパ節に到達 した

場合,そ の癌細胞の大 さがその リンパ節 の透

過条 件に一役 を演 ず るものであろ うとい うこ

とは誰 しも考 え る ところである.教 室 の斎

藤28)はさきに陣内外科教室にて廓清的に全所

属 リンパ節 を剔出 した胃癌切除標本32例 に就

いて,そ の原発癌細 胞核 の大 さを測定 し,そ

の短径は3乃 至15ミ クロン,長 径が3乃 至23

ミクロンの間にあ ることを検証 した.こ れは

核の大 さであるので原形質 を含め ての癌細胞

自身 の大 さは丁 度私 め用 いた両粒子の大 さの

範圍内にある もの とい うことが出来 る.更 に

斎藤はその原発癌細胞 の大 さとその リンパ節

転移 との関係 に就 いて検討を加 え,小 型群に

ては近位転移は極めて少 く,そ の大部分は転

移が ないが,あ るとすれば瀰蔓性転 移を起 し

てお り,こ れに反 して大型群 に於 ては大部分

が近 位転移をなし,瀰 蔓性転移並びに無転移

の ものは殆 ん どな く,大 小混在群に於 ては転

移 の認め られない ものは僅 かに2例 であつて

その他はすべて近位転移か或 は瀰蔓性転移 を

起 してい るとい う成績を得ている.即 ち私の

実験成績 か らの考察は この臨床的観察 と全 く

合致 し興 味ある事実であるこ とを知 つたので

あ る 即 ち原発癌細胞の大 さはその転移様式

に影響 を及ぼす一因子 となり うるものであつ

て,こ のや うな考 え方が胃癌 の リンパ節転移

の考察 に些 さかで も資す ることがで きれば幸

と思 う.

第6章　 結 論

(1) 胃癌細 胞大の大,小 の円形植物性粒子

は胃所属 リンパ節 の透過能 を異にす る.

(2) 小粒子注入の場 合は全 リンパ節に瀰蔓

性 に粒子 の分布がみ られ,注 入後数 日にして

全 リンパ節 を通過 し消失す る.

(3) 大粒子注入 の場 合は主 として第1次 リ

ンパ節にのみ停畄 し, 1週 後 に至 るも消失 し

ない.

(4) 大小両粒子混和注入の場合は小粒子 の

停 畄は単独注入の場 合よりも永 く,且 第1次

リンパ節 に限局す る.

(5) 以上か ら大な る癌細胞を もつ 胃癌 は第

1次 リンパ節 にか ゝつて限局性転移 を作 り,

小 なる癌細胞を もつ ものは これを通 り拔 けて

瀰蔓性 転移を作 り,又 大小混 合の癌細胞を も

つ ものでは或 はまづ小なる癌細胞が これを通

過 して瀰 蔓性 とな り,或 は まづ大な る癌細胞

が近 位 リンパ節に停 畄して限局性転移 を起す

場 合があ り得 るもの と考え られ る.

(6) 原発癌細胞の大 さはその転移様式 に影

響 を及ぼす一因子 とな り得 る.
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